
「
例
え
ば
今、
ア
メ
リ
カ
は
黒
人
が
大

統
領
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
よ。
黒
人

の
血
を
引
く
ね。
こ
れ
は
奴
隷
で
す
よ、

は
っ
き
り一
言
っ
て」
「
ま
さ
か
ア
メ
リ

あ
る

カ
の
建
国、
或
い
は
当
初
の
時
代
に、

黒
人・

奴隷
が
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
に

な
る
な
ん
て
考
え
も
し
な
い」

随一一
か
旧
聞
に
属
ホ
る
と
思
わ
れ
る
か

も
知
れ
ま
也
ん
が、
こ
れ
は
2
月
げ
日、

お

参議
院
憲
法
審
査
会
に
於
け
る
丸
山
和

也
議
員
の
発
言。
「
二
院
制」
を
テ
ー

マ
に
今
回
は
開
催
さ
れ、
「
良
識
の
府」

を
任
じ
る
参
議
院
に

な

じ

，

E

「
党
議
拘
束」
は
馴
染

UJ

連
載
可え

む
か
否
か、
の
議
論
の

J
1

最中
に
飛
び
出
し
た
暴

；

言
で
す。

各
媒
体
は一
斉
に
問
題
視。
然
し
も

の
「
産

経新
聞」
も、
『『
米
国
は
黒
人、

奴隷
が
大
統
領』
自
民・
丸
山
法
務
部

会
長
参
院
憲
法
審
査
会
で
発
言」
と

見
出
し
を
打
ち、
「
人
種
差
別
的
な
発

言
と
取
ら
れ
る
可
能
性
も」
と
批
判
的

に
報
じ
て
い
ま
す。

が、
「
奴
隷」
「
黒
人」
の

三言葉
狩

り。

以前
に、
「
事
実

誤認］
発
言
で
す。

言
わ
ず
も
が
な、
第
M世

代
大
統
領
を
務

め
る
パ
ラ
ク・
フ
セ
イ
ン
・
オ
パ
マ
2

もとけTごiJ '} やさゆA、

とこなかし？乙
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世
は
ア
フ
リ
カ
系
と
し
て
初
の

大統領司

で
は
あ
り
ま
す
が、
父
親
は
ケ
ニ
ア
か

ら
の
留
学
生
で、
後
に
人

類学
者
と
な

る
カ
ン
ザ
ス
州
生
ま
れ
の
母
親
は
欧
州

系
の
「
白
人』
な
の
で
す
か
ら。

加
え
て、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
し
て
生

ま
れ
る
ぢ
改
宗
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
学

校
で
学
び、
留
学
先
の
ハ
ワ
イ
大
学
で

知
り
合
っ
た
相
手
と
3
年
で
離
婚
し
た

父
親
は、
東
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
若
者
を

対
象
に
ケ
ネ
デ
ィ
家
が
創
設
し
た
奨
学

金
の
受
給
者
2
8
0

人
の
1
人。
。
選

議泌

ば
れ
し
人
物。
で
す。

24
温

か
か
わ

錦織

に
も
拘
ら
ず、
日
本

総

の
法
務
省
入
省
後
の
1

議

9
7
0
年
に
司
法
試
験

に

AB柑
し、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
ワ
シ
ン

ト
ン
大
学
ロ
l
ス
ク
ー
ル
で
学
ん
だ
経

歴
を
有
す
る
御
仁
は、
ア
メ
リ
カ
合
衆

ま
つ
え
い

国
に『

強制一連行」
さ
れ
た
奴
隷
の

末商

も
う
げ
ん

が
現
大
統
領
と
妄皆一口
す
る
が
如
き
「
歴

史
認
識」
の
持
ち
主
だ
っ
た
の
で
す。

同
じ
く
ハ
ワ
イ
大
学
出
身
の

榎弁
よ
し

こ
女
史
を
始
め
と
す
る
諸
姉
諸
兄
は、

「
歴
史
修
正
主
義
者』
の
風
上
に
も
置

ゃ
か
ら

け
ぬ
輩
だ
と
糾
弾
す
べ
き
で
し
ょ
う。

而
し
て
そ
れ
以
上
に
驚
傍
す
べ
き

は、
質
疑
の
冒
頭
で
開
陳
し
た
内
容。
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